
はじめに
エゼキエルの預言は、失望のどん底にあって、

孤独と迫害に耐え、試練の日々を過ごしていた
民たちに対する神の憐れみ、希望の言葉に溢れ
ています。ところが、それを受け取ることがで
きないほど、民たちはかたくなになっていまし
た。エゼキエルは、私たちに、神からの励まし
の言葉を聞いているか、神の憐れみ、恵みを受
け取っているか、そして良い牧者である神のも
とに養われているかと、問いかけてきました。
私たちがこの言葉をしっかりと受け止めていく
ならば、今後起こることが書かれているヨハネ
の黙示録とも深く関わっている、この４７章の
出来事が、私たちに与えられる約束としてもた
らされることを確認しましょう。
新しい都

エゼキエルは、幻の中で新しい神殿を内見す
る恵みを得ました。そこに神の栄光がもたらさ
れ、神の民イスラエルの回復、そして私たちの
なえた信仰が回復させられていく約束が伴って
いました。同じく幻によって、この新しいエル
サレムを見たのがヨハネです。ヨハネはそこで

「見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と共
に住み、人は神の民となる。神自ら人と共にい
て、その神となり、目から涙をことごとく拭い
去ってくださる。もはや死もなく、悲しみも嘆
きも痛みもない。最初のものが過ぎ去ったから
である。」( 黙示録 21:3 ～ 4) との声を聞きました。
主イエスを信じる者にこのことは起こり、そし
て近い将来、完全なかたちで、このことが実現

していく、それが私たち、神の御手に自分の人
生を委ねた者への約束です。
聖所から流れる水
　主イエスは、「私が与える水を飲む者は決し
て渇かない。その人の内で泉となり、永遠の命
に至る水が湧き出る」( ヨハネ 4:14) と言われま
した。これがエゼキエルが見た、神殿から流れ
出る水です。ヨハネは「神と子羊の玉座から流
れ出る光り輝く命の水の川」( 黙示録 22:1) と表
現しています。約束が実現していく様子がわか
ります。私たちが神と共に生きるとき、私たち
の内に泉となって、日ごと、夜すがら、喜びの
時も苦難の時にも、神殿からの命の水が流れ
入ってくるのです。
もたらされる実
　その水がもたらすものは何でしょう。「あら
ゆる果樹が成長し、葉は枯れず、月ごとに新し
い実をつける。実は食用となり、葉は薬用とな
る」。ヨハネは「両岸に命の木があって、年に
十二回実を結び、毎月実らせる。その木の葉は
諸国の民の病を癒やす」(22:2) と記しています。
命の木とは、あのエデンの園にあった木です。
完全な神との交わりの回復、そしてそれに伴う
養い、癒し。神はエゼキエルに見せた回復を、
主イエスを通して私たちに実現させてください
ました。しかも、毎月新しい実が結ぶようにし
て、今月も手にすることができる
ようにしてくださったのです。

「水が聖所から」

「川のほとり、その両岸には、あらゆる果樹が成長し、その葉は枯れず、絶えず月ごとに新しい
実をつける。水が聖所から流れ出ているからである。実は食用となり、葉は薬用となる。」

( エゼキエル書 第４７章１２節・旧約聖書１３５５頁 )

【礼拝説教はスマホでも視聴できます】
右記のＱＲコードを読み取ってアクセス
してください。



「私は自分の群れを養い、
彼らを伏させる―主なる神

の仰せ。私は失われたものを捜し求め、散らさ
れたものを連れ戻し、傷ついたもの
を包み、病めるものを力づける。し
かし私は肥えたものと強いものを
滅ぼす。私は公正をもって群れを養
うこうして、私が主、彼らと共にい
る彼らの神であり、彼らがわが民イ
スラエルの家であることを、彼らは
知るようになる―主なる神の仰せ。
…あなたがたは私の群れ、私の牧草地の群れで
ある。あなたがたは人間であり、私はあなたが
たの神である―主なる神の仰せ。」」( エゼキエ

今週の祈り
ル書 34:15、16、30、31)
　私はこの世の流れに巻き込まれ、抜け出せな
いでいます。周りの生き方に影響を受け、自分

がどう生きていけば良いのかもわ
からなくなっています。それはエ
ゼキエルが言っている「悪い牧者」
のためなのだと知りました。その
ような私を憐れみ、迷う私を救い
出し、傷ついた心を癒やし、草目、
また養ってくださる「良い牧者」が
おられるのだともう一度教えられ

ました。神さまあなたが私の牧者です。私に安
心を与えてください。御名によってお祈りいた
します。アーメン。

深読みにチャレンジ ! 【神からの知恵によって生きる】
　箴言はソロモンが語った知恵の言葉を中心に構成され

ています。 ３１章から構成されていますが、 あたかも短編

を読んでいるかのように、 種々雑多な知恵の言葉が連

なっています。 ソロモンが思いつくままに語った言葉を、

そのまま筆記したのではないかと思えるほどです。

　この書このような性格上、 まとめて解説するのが難し

いため、 この欄で、 一つ一つの言葉をじっくり味わいた

いと思います。 箴言から得る知恵によって、 深みのある

生き方を学び、 よりよい人間関係を築かせていただき

たいと思います。

１　 父から子へ ・ 受け継がれるべき知恵 (1:1 ～ 9:18)

２　生活の処方箋 ・ 知っておくべき知恵 (10:1 ～ 22:16)

３　先人からの知恵 (22:17 ～ 31:31)

　　ａ 知恵ある人の言葉 (22:17 ～ 24:34)

　　ｂ ソロモンの言葉 (25:1 ～ 29:27)

　　c アグルの言葉 (30:1 ～ 33)

　　d レムエルの言葉 (31:1 ～ 31)

箴言 （４５）
第３章４節

＊三つの違う訳を読み比べてみましょう。
◎協会共同訳　「あなたは神と人の前に　好意と良
い成果を得る。」
◎口語訳　「そうすれば、あなたは神と人との前に
　恵みと、誉とを得る。」
◎新改訳　「神と人との前に好意と聡明を得よ。」

「良い結果」
　「心を尽くし、魂を尽くし、思いを尽くして、
あなたの神である主を愛しなさい」。神の民イス
ラエルだけではなく、当然、私たちにとっても
大切な戒め「シェマー ( 聞け )」は、主イエスも
最も大切な戒めとして示しておられます。父の
も同じ思いで子に教えたのだと思います。です
から、実際に身に着けさせるくらい、心に刻ん
でおくことが進められました。
　それによって「神と人の前に」「好意と良い結
果」を得るからです。
　神の前において祝福をいただくのは私たちの
求める所ではありますが、人に対しても「行為
と良い結果」が与えられることは、信仰生活に
おいても大切なことです。せっかく信仰を持っ
ても、対人関係においてうまくいかないことは
残念です。人間関係を築くことが難しい今の時
代だからこそ、重要なことだと思います。
　次第に信徒が増え、共同生活をしていた初代

教会では日常生活の世話に追われることになり、
１２弟子は仕事を他の弟子に任せることにしま
した。その時、参考規準になったのが、「霊と知
恵に満ちた評判の良い人」でした ( 使徒 6:3)。パ
ウロはテモテへのアドバイスの中で、指導者に
立たせるならば「教会の外の人々からも良い評
判を得ている人」を選べ ( テモテ一 2:7) と記し
ているように、重要な条件になっています。
　他ならぬ主イエスも、「神と人とに愛され」( ル
カ 2:52・口語訳 ) て成長していきましたので、シェ
マーを実践されていたのでしょう。



【月曜日】◆今週のすべての集会が祝福され、救いにつながるように祈りましょう。        

【火曜日】◆教会のビジョンのため、将来の働きが祝福されるように祈りましょう。        

【水曜日】◆ 宣教福祉事業が祝福されるように祈りましょう。

聖書日課
  毎朝、決められた時間に聖書を読み、お
祈りをすることはクリスチャンの生命線で
す。この聖書日課を使って心の糧を欠かさ
ないようにしましょう。そのために最低で
も 15 分間を神との交わりのために聖別し
てください。
　朝にどうしても時間のとれない方は、昼
休みでも就寝前でもかまいません。ぜひ、
実行してください。

出エジプト記第２６章３０節 「このように、 あなたが山で示された

設計に従って幕屋を建てなさい。」 ◆幕屋の構造と資材につい

て主から示されたことを記している。 だが、ここは荒れ野であり、

エジプト人からいろいろもらってきていただろうが、 それにしても、

このような条件の建築が可能だったのかと思う。 げんに実在し

なかったと断定する学者もいる。 しかし、 信仰とは、 不可能と

思われることが可能となることである。 すべての出来事が人間

の知恵で理解などできない。 主は荒れ野ですべてのものを与え

られたはずである。 そうでなければ、 主はご命令なされない。

【祈りの時の持ち方 ( 例 )】　

①まず黙想し、次に、自分の心を神に向けるために賛美する。
賛美曲を歌えない場合は、歌詞を味わう。
②御言葉を読み、自分へのメッセージが何かをさぐる。例え
ば、神の恵み、告白すべき罪、従うべき命令、ならうべき模
範など。
③自分が神のメッセージにどうこたえるのかを祈る。感謝や
信頼の表明、悔い改め、服従、献身など。
④自分の祈りだけでなく、できるだけ「祈祷課題」も祈る。

●賛美／ 339 ●祈祷課題
◆昨日、礼拝に集えなかった人が恵
みからもれないように。
◆この教会も世界宣教の一拠点であ
ることを自覚し、重荷を持って祈れ
るように。特に共産圏、イスラム圏
伝道が進むように。迫害にある宣教
師のために。現地語聖書の翻訳が進
むように。異端からの救出が進むよ
うに。台湾活水泉の活動のために。

出エジプト記第２７章２０節 「純粋な油を、 あなたのところへ持っ

て来させなさい。 灯を絶えずともすためである。」 ◆オリンピック

では必ず聖火リレーがある。 聞いた話だが東京オリンピックの聖

火をこっそりとうつして燃やし続けている人がいるらしい。 ともし

続けることは大変だと思う。 神の前に灯を燃やし続けることは、

決してやさしいことではない。 信仰は 「絶えず」 ということに

大きな意味がある。 神の愛を知りながら、 それに応えて生きる

べき私たちの救いの火が、 消えるようなことになってはならな

い。 一端ついた火を、 純粋な信仰で保ち続けようではないか。

出エジプト記第２８章４節 「祭司として私に仕えるための祭服を

作る。」 ◆祭司の式服について書かれてある章である。 カトリッ

クやロシア正教などのきらびやかな祭服をご覧になったことが

あると思う。 いつも疑問に思うのだが、 装いだけが重視され、

中身は死んでしまっていては、 主客転倒である。 「神に仕えるた

め」 の装いにはそれぞれ意味がある。 つまり、 私たちの神の前

に出る姿勢が乱れず、 また、 全き信仰を持って、 さらにはしっか

りと御言葉を聞き、 神を心から賛美し、 熱心に祈るために準備

されているかどうかが問われているのである。

●賛美／ 340 ●祈祷課題
◆日本福音同盟、日本福音連盟、聖
化交友会、キリスト教各出版社、Ｅ
ＨＣ、ケズィック、太平洋放送協会、
ＦＥＢＣ、キリスト者学生会、日本
国際飢餓対策機構、ワールド・ビジョ
ン、いのちの水計画、総動員伝道、
Hi-b.a.、日本国際ギデオン協会 ( 聖
書配布 )、新生宣教団等の働きとス
タッフのため。

●賛美／ 341 ●祈祷課題
◆新会堂が与えられるように祈りま
しょう。①バス通りに面した場所に
良い土地が与えられるように②十分
な資金が与えられるように③早期に
建てられるように
◆宗教法人を取得できるように
◆伝道の拠点が祝福され、用いられ
るように。( まきば、小山宮下事務所、
向陽町 )



【木曜日】◆弱っている方々、病にある方々のために祈りましょう。        

【金曜日】◆礼拝出席平均が 50 名以上となり、受洗者が年間 3 名以上与えられるように祈りましょう。       

【土曜日】◆聖日に備え、健康が保たれ、出席しやすい天候が与えられるように祈りましょう。

【日曜日】◆新来会者が起こされるように祈りましょう。

出エジプト記第３０章１０節 「年に一度、 そのために贖いをしなけ

ればならない。 祭壇は主の最も聖なるものである。」 ◆大贖罪

日と言われている、 最も重要な儀式のことに触れている。 詳し

くはレビ記２３章２６～３１節などにあるが、 この日だけ、 大祭司

は至聖所に入ることができた。 神の民の罪の赦しを願うためで

ある。 毎月ささげる犠牲だけではつぐなえない罪をもっている

のだということを思い返させるためでもあった。 主は私たちの

大祭司として、 完全なあがないをなしてくださっている。 主をあ

がめよう。

出エジプト記第２９章４５節 「私はイスラエルの人々のうちに住み、

彼らの神となる。」 ◆神はこの幕屋を通し、 神と人がつながる

道をお与えくださった。 聖なる装いをした祭司が毎日犠牲をさ

さげ、またとりなしをすることで、罪を赦されるとみなしてくださっ

たのだが、 この重要さがわからない時代には、 恵みを失った。

だから神は、 私たちを愛する熱心をもって、 私たちの汚れた心

のうちに住んで神となるインマヌエルとして主イエスをこの地上

に送り、 すべての儀式を主イエスの到来によって完全なものとし

たのだ ( ヘブライ 10:1 ～ )。

出エジプト記第３１章１４節 「あなたがたは安息日を守らなければ

ならない。 それは、 あなたがたにとって聖なるものである。」 ◆

その昔、 日本も休日は定まっていなかった。 神は人間を造られ

た方だからこそ、 ７日のサイクルを与え、 その１日を安息日として

定められた。 現在、 １週間、 ７日がほぼ世界中で採用されてい

るのは理にかなっていると認められているからだ。 健康的にも重

要だが、 何よりも神を思うこと、 神が私たちにしてくださったこ

とを思い返すことがこの日の目的である。 安息日を守らなけれ

ば生活そのものの意味を失ってしまうはずだ。

出エジプト記第３２章１節 「さあ、 私たちに先立って進む神々を私

たちのために造ってください。」 ◆民たちは神がエジプトから逃

れさせてくださり、 紅海を２つに分けて道を造らせ、 昼は雲の柱、

夜は火の柱を建てて導いてくださったことを忘れ、 モーセの帰り

が遅いことに我慢できず、 「先立っていく神を造ってくれ」 とア

ロンに迫った。 モーセの必死の祈りによって滅びからまぬかれた

ものの、 何という民の態度であっただろうか。 神の恵みがあふ

れていることを感じようではないか。 あなたは恵み深い神、 愛

に満ちた神を遠ざけてはならない。

●賛美／ 342 ●祈祷課題
◆教会学校の成長と救い、青年の結
婚、教会員の信仰の成長と家族の救
いのため。
◆教会ビジョンのため（社会宣教事
業、伝道所の開設、保養施設建設、
会堂建築、納骨堂、宗教法人格取得、
学生寮、高齢者住宅）、教会員から
伝道者や献身者が与えられるよう、
教会会計の祝福

●賛美／ 343 ●祈祷課題
◆この教会に聖霊の著しい働きがも
たらされ、リバイバルが起こるよう
に。常に新来会者が与えられ、求道
者、受洗希望者がもたらされて、教
勢が祝福されるように。
◆土屋牧師、淳子師 ( 牧師一家 )、
思乃扶師、石出師の働きのために。
◆老齢の方、病の中にある方々のい
やしのために。

●賛美／ 344 ●祈祷課題
◆子どもを含め、すべての人が礼拝
を守れるように。あらゆる集会が祝
福され、参加者が御言葉によって取
り扱われるように。奉仕者が恵まれ
てご用にあたれるように。
◆ホームページが用いられるよう
に。また礼拝動画が用いられるよう
に。教会から出している週報や印刷
物が用いられるように。

●賛美／ 345 ●祈祷課題
◆この教会に連なるすべての方々が
聖日礼拝を厳守できるように。聖書
通読を続けられるように。御言葉を
味わえるように。祈りに励めるよう
に。ささげる恵みにあずかれるよう
に。積極的に神さまから受けた恵み
を語れるように。
◆受験生、就職活動者、試練にある
者のために。



   おや こで せ
いしょ

おや こで せ
いしょ

●きょうのせいしょ
【しとげんこうろく　１７: １０～１５】

「せいしょをしらべる」

( ヨハネ　２０：３０～３１）

　パウロとシラスが、イエスさまの ふくいん

を おおくのひとたちに つたえるために アジ

アといわれていた ばしょを まわり、さらに 

「マケドニアに きて わたしたちを たすけてく

ださい」との まぼろしをみて いまの ギリシア

にまで すすんで、いろいろなまちを めぐって

いました。

　ベレアという まちでのことです。そこにい

たひとたちは パウロたちのはなしを ねっしん

に みみをかたむけて きいているだけではな

く、そのとおりがどうか まいにち せいしょを

しらべ かくにんしていたのだそうです。パウ

ロたちも そのたいどに かんしんしました。そ

れだからこそ、それらの おおくのひとたちが 

しんこうをもったのでしょう。

　せいしょを よむことは とても たいせつで

す。まず だいいちに せいしょは かみさまの 

わたしたちに あたえてくださった やくそくの 

ことばだからです。

　どんな やくそくが かかれているのでしょう

か。かみさまが わたしたちを あいしてくださ

さていること、わたしたちに つみがあっても 

それを きよめ、すくってくださること、そし

てわたしたちが ただしく まっすぐに いきる

ために ひつような しんり、いのちへのみちが 

しるされていて、それをしんじるならば、わた

したちに かかれてあることが じつげんするこ

とが かかれてあるのです。

　だから、ベレアのひとたちのように、せい

しょを よめば よむほど、かみさまの わたした

ちに あたえられた すばらしい やくそくが わ

かり、よろこぶことができるのです。

　ヨハネも ふくいんしょに かいていますが、

せいしょが かかれたのは、イエスさまが すく

いぬしであることをしり、イエスさまを しん

じることで、わたしたちが えいえんの いのち

を えるためなのです。みんなも せいしょを よ

みましょう。

●かんがえてみよう

☆せいしょは どんな もくてきで かかれたのでしょうか。( ヨハネ２０: ３１)

☆ベレアのひとたちは みことばにたいして どのような きもちで いま

したか。( しとげんこうろく１７: １１)

☆せいしょを よんだひとたちは どうなっていきましたか。( しとげんこ

うろく１７: １２)
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どれかを入れます。 タテ列 (9列

あります )、 ヨコ列 (9 列ありま

す )、 太線で囲まれた3×3の

ブロック (それぞれ 9マスある

ブロックが9つあります) のどれ

にも９文字のいずれかがはいりま

すが、 文字が重なってはいけま

せん。 数独と同じ要領です。
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まちがいさがし ３つあるよ！さがしてね

今週の聖書箇所の中に出

てくる言葉です。それぞ

れを並び替えると 意味が

通る言葉になります。答

えてください。

① じょうしんにねっひ

② かばとこのみ

③ しょせい

④ ふきんじ



●エフェソ　２
　パウロがエフェソに書き送った手紙は、エ

フェソ教会の信徒にではなく、エフェソの周辺

地域にあった教会群に所属する信徒に宛ててい

たと言われています。エフェソにあった教会は

多くの信徒が集っていたと思われますが、セン

ター教会としても用いられ、エフェソに近い町

からも信徒が出入りしており、その信徒たちも

それぞれの町で集会を持っていたのです。です

から、非常に重要な宣教拠点でもあったわけで

す。そこでパウロは最も信頼している弟子の一

人、テモテを自分の代行者としてエフェソに赴

任させました。ただ、さすがに若いテモテには

大変だったようで、パウロも心配して手紙を送

り、アドバイスしています。(テモテ一 1:3 など )

　実はこのエフェソには当のヨハネも関わって

いたとの伝承があります。ヨハネは主イエスか

らじかに言われたことがきっかけで、母マリア

の世話を最後までしていたとされています ( ヨ

ハネ 19:26 ～ 27)。その伝承を真実に近づけた

のが、ドイツ人修道女の夢でした。生涯寝たき

りだったのに、マリアの晩年の住居を詳細に描

写、その記述をもとに 1891 年にエフェソの山

中で家の遺跡を発見したのです。果たして本当

なのか。今では巡礼地とされています。

聖書ふれあい街歩き

牧師の　聖書

ななめ読み

　とにかく異常気象を肌で感じるようになってきま
した。一日で気温の差が２０度近くもあったりして、
三寒四温どころではありません。ただ、あわただし
いような気象状況でも、だんだん暖かくなってきて
いるのは確かです。昨年は秋はあったのだろうかと
思われるような「秋」でしたが、この春も同様、「春
はあったんだろうか」と思うような春になってしま
うかもしれません。地方によってはもう夏日を記録
しているところがありますし、実際にダウンを着て

外に出たのに、帰りは半袖で帰ってくるような日が
ありました。
　気候で春を感じられないのですが、春到来を表
す言葉はいろいろ残っていて、その言葉から、春が
来たことを「想像する」しかない、そんなことにな
らないでほしいとは思います。
　たとえば「球春」なんて、使われているでしょうか。
野球のシーズンが始まる春の時期を指す言葉です。
日本、また最近はアメリカからもニュースが届きま
すが、プロ野球のキャンプインが始まるタイミング
やオープン戦がこそこで開催されると季語的には

「球春到来」となります。
　日本は四季の移り変わりが美しい国です。それを
失いたくないものです。

「春到来」

な む聖書 先週のこたえ

しずこかきのるらせ
らきせずるしかこの
のかるせこらしきず
せのしこずきらるか
るこかのらせずしき
きらずるしかのせこ
こせらしかずきのる
ずるきらのこせかし
かしのきせるこずら

○
○

①かたられたことば
②しゅのしんでん
③しょきかん
④よやきむ

○



伝道者パウロの生涯　８５ ＊本文を開きながら見ましょう。

パウロとテント造り

　
 その後、パウロはアテネを去ってコリントへ行っ
た。
 ここで、ポントス州出身のアキラと言うユダヤ人
とその妻プリスキラに出会った。クラウディウス
帝が、全ユダヤ人をローマから退去させるように
と命令したので、最近イタリアから来たのであ
る。パウロはこの二人を訪ね、自分も同業者で
あったので、彼らの家に住み込んで、一緒に仕事
をした。その職業はテント造りであった。
 パウロは安息日ごとに会堂で論じ、ユダヤ人やギ
リシア人の説得に努めていた。
　シラスとテモテがマケドニア州からやって来る
と、パウロは御言葉を語ることに専念し、ユダヤ
人に対して、メシアはイエスであると力強く証し
した。

　　　　　　　　　　　　　(使徒言行録18:1～5)

【パウロはテントを造れたのか】
　コリントで出会ったアキラとプリスキラはポン
トス州出身で、比較的早い時期にイタリアに移住
し、テント造りを生業としていたはずです。とい
うのも、主な受注先がローマ軍だったと考えられ
るからです。
　早くにエルサレムに上京し、律法を学んでいた
パウロは、いつテント造りの技術を身につけたの
でしょう。それは、パウロの家がテント造りをし
ていたからに違いありません。そのような環境な
ら、技術を身につけようとしなくても、幼い頃か
ら「目ならい」といって、見て覚え、また手伝っ
て段取りを知り、様々な会話を通して要領をつか
むことができます。
　私の家は年末にもちつきをしていました。父は
ヨット、ボートを作っていた会社に勤めていたの
ですが、仕事納めの日は、工場の一角でもち米を
たきぎをくべてふかし(端材仕事柄はたくさんあり
ました)、朝から晩まで、職人の家族が持ち込んだ
もち米をついて、もちにし続けるのです。前日か
らもち米をといで、水に浸しておくことから始
め、家族総動員で準備をし、もちつきをしていた
ためめ、自然にもちつきの仕方を自然に覚えまし
た。パウロもそうだったと思うのです。
　パウロの家はディアスポラ、つまり祖国が失わ
れたことで外国に散らばって生きていたユダヤ人
です。そこで生きていかなければならないとなっ
た時、現地ではなかなか雇ってもらえないわけで
すから、自分たちが持っていた技術を生かして生
計を立てていくことを考えます。ユダヤ人はもと
もと荒れ野で生活をしていた過去があります。そ
こで伝統的に受け継がれていたのが、テント造り

なのです。
　この時代、ローマ軍が戦場に行き、または支配
地域で駐屯する際、野営をするためテントが必要
でした。そこを商機としてとらえたのが、ユダヤ
人でした。ローマ人は流浪したことはなく、テン
ト造りの技術を持ち得ません。そこでユダヤ人た
ちに依頼することになったのです。アキラとプリ
スキラも、パウロ家と同様だったはずです。彼ら
は、テントを受注しやすいように、ポントスから
イタリアに移つり、そして、そこを追われた際に
は、ギリシアで最も繁栄していたコリントで商売
をしようと移住してきていたのです。
【テント造り】
　テントは主に羊毛やヤギの毛で作られたフェル
ト生地や皮革を用いて作られていました。ちなみ
に、パウロの出身地、タルソスはキリキア布と呼
ばれる良質なヤギ毛の布の産地でした。
　テントは居住用、また軍隊や移動して交易をす
る商人の宿泊だけでなく、市場などでのイベント
にも使用されていと考えられます。
　具体的には、毛を紡いで布を織ったり、皮をな
めし、それを縫ったり裁断する作業もあったはず
で、注文を受けて作るだけでなく、補修作業もし
ていたでしょう。ですから、様々な道具が必要
で、簡単に始められません。旅をしていたパウロ
にはそのような用意がないはずですから、アキラ
たちの工房にパウロが加わったとみるべきです。
　この時、パウロには十分な活動資金がなく、誰
の支援も受けられませんでした（テサロニケ一
2:9、コリント二11:9）。しかし、そこはパウロ、
生活費を稼ぐだけでなく、商売を利用し、接客な
どで地域に入り込み、宣教していたのでした。

ベドウィン(遊牧民)のテント



　「教会暦」はキリストの生涯をたどりながら１年を
過すために作られました。当教会では教会暦に、継
承されてきた伝統的記念日を加え、守っています。

＊＊＊顕現節 (1/6 ～ #3/4) ＊＊＊
　降誕日 (12/25) から 12 日後に東方の博士がキリス
トを礼拝した顕現日 (1/6) から始まります。降誕され
たキリストが世界の救い主であることを覚えて過ごし
ます。顕現節の最終主日は受難の整えをされた変貌
のできごとを覚え、変容主日 (#3/2) として守ります。

＊＊＊四旬節 (#3/5 ～ #4/12)＊＊＊
　前年に使用したしゅろの枝を灰にしてかぶり悔い
改めを表した儀式 ( この教会では行いません )、灰の
水曜日 (#3/5) から始まります。レントとも呼び、主日
を除いた復活日前日までの 40 日間、キリストの受難
を覚えて過ごします。
　四旬節に続く受難週 (#4/13 ～ 4/19) は、主イエス
の最後の１週間を覚える週で、エルサレム入城に際し、
しゅろの枝を用いて歓迎したしゅろの主日 (#4/13) か
ら始まり、洗足と主の晩餐が行われた木曜日 (#4/17)、
十字架にかかられた受苦日 (#4/18) と過ごしていきま
す。

＊＊＊復活節 (#4/20 ～ #6/7)＊＊＊
　キリストが死にかって復活されたことを祝うイース
ター ( 復活日・#4/20) から始まります。春分の日の後
の最初の満月の次に来る日曜日と定められているの
で、祝日が毎年変動します。40 日後のキリストの昇
天 (#5/29) を迎えたのち、復活節の最終主日 ( 昇天
主日#6/1) となります。

＊＊＊聖霊降臨節 (#6/8 ～ #11/29)＊＊＊
　復活日から 50 日目、聖霊が使徒たちに降ったこと
を記念する聖霊降臨日 ( ペンテコステ・#6/8) から始

まり、三位一体主日 (#6/15) では父、御子、御霊の働
きを告白し、過ごします。最も長い節期となります。

＊＊＊待降節 (#11/30 ～ 12/24)＊＊＊
　救い主キリストの誕生を祝う備えをしながら、待ち
望むアドベント ( 待降節 ) は、11 月 30 日に一番近い
主日から始まります。降誕を祝うクリスマスは 12 月
25 日ですが、クリスマス礼拝 (#12/21) は、25 日以前
の日曜日を選んでをささげています。

＊＊＊降誕節 (12/25 ～ 1/5)＊＊＊
　イエス・キリストの誕生を祝う日(12/25)から始まり、
顕現日前日までの期間を指します。

【記念日】
母の日 (5/11・5 月第二 )
ウェスレー回心記念日 (5/24・1738 年 ) 
花の日 ( 子どもの日・6/8・6 月第二 )
父の日 (6/15・6 月第三 )
ホーリネス弾圧記念日 (6/26・1942 年 )
宗教改革記念日 (10/31・1517 年 )
収穫感謝日 (11/23・11 月第四 )

【当教会行事】
新年元旦礼拝 (1 月1日・水 )
成人祝福礼拝 (#1/14・１月第二 )
聖書愛読週間 (#3/23 ～ 29)
みふみの日 (3 月 23 日 )
教会創立記念礼拝 (3 月最終主日 / 創立記念日 3/27)
最後の晩餐集会 (#4 月17 日夕 )
召天者合同記念礼拝 (#6/1・６月第二＊今年は第一 )
弾圧記念礼拝 (#6 月 22 日・26 日前後の主日 )
石出忠師記念礼拝 (#7 月 6 日・7 月第一 )
敬老祝福礼拝 (#9/14・９月第三 )
子ども祝福礼拝 (#11/2・１１月第一 )
クリスマスイブ礼拝 (12 月 24 日夕・水 )

２０２５年教会暦・年間行事
( ＃はその年によって変動します )

◆何もわからないのですが。
　必要なものはお貸しし、一つずつお教えいた
します。また信仰の強要はいたしません。
◆礼拝とは何ですか。
　私たちの悩みは神から離れていることに原
因があります。礼拝で神を賛美し、祈り、御言
葉を聞くことにより、人間のあるべき姿を取り
戻していく、それが礼拝です。
◆献金とは何ですか。
　神への献身を表すもので、お布施や聴講料、
会費ではありません。本人の意志に任されてお
り、あくまでも自由です。趣旨のわからない方
はなさらなくても問題ありません。
◆聖餐式とは何ですか。
　信仰告白をし、洗礼 ( バプテスマ ) を受けて
おられる方のみになりますが、主イエスと共に
生きていることを確認する儀式で、聖別された

パンとぶどう液をいただきます。
◆信者になるにはどうしたらいいですか。
　自分の意志で主イエスの福音を信じ、洗礼を
受けることにより教会員 ( 信者 ) と呼ばれます。
◆キリスト教会は様々な教派があります。
　大きく分けてカトリック教会とプロテスタ
ント教会があります。プロテスタント教会は、
設立された時代や地域、歴史的な背景によって
成立が違うため、多くの教派がありますが、憎
み合っているのではなく、互いの特色を認め合
い、助け合っています。
◆にせのキリスト教会がありますか。
　キリスト教の枠組みからずれている教えにつ
いて、私たちは異端と呼んでいます。代表的な
団体には「エホバの証人」「モルモン教会」「世
界平和統一家庭連合」などがあります。特に韓
国系キリスト教活動にはお気をつけください。
お困りの方は牧師までご相談ください。

キリスト教まるわかりQ&A
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教会紹介
●歴史
　私たちの教会は、ジョン・ウェスレーを源流とす
るメソジスト( 青山学院、東北学院など ) の信仰を
継承しており、メソジストの教職であった中田重治
が１９０１年に創立したホーリネス教会の信仰を受
け継いでいます。２０２２年３月２７日に創立いたし
ました。
●教義
　旧新約聖書６６巻を誤りない神の言と信じ、唯一
の正典として信仰生活の規範にしています。また三
位一体の神を信じ、イエス・キリストによる以外に
救いがないことを告白しています。特色は、下記に
紹介する四重の福音を強調していることです。

【四重の福音】
　四重の福音は、長老教会の牧師Ａ．Ｂ．シンプソ
ンが提唱したものを、ホーリネス教会の創設者中田
重治が自らの信仰に基づいた理解を加え、福音宣教
の際に掲げた教えです。
　人間の幸せは神と共に生きることで実現するので
すが、神を認めず生きているため、むなしく日を過
ごしているのが現実です。しかし、イエス・キリスト
が十字架によって神と人との絆を回復してくださっ
たのです。これが福音です。この福音を信じることで、
人間は本来もっていた真の幸いを覚えながら、充実
した人生を送れるのです。
　中田は、聖書に書かれてあるこの福音をわかりや
すく語るべく、前述の提唱にある新生、聖化、神癒
(しんゆ )、再臨 ( さいりん ) の４項目に基づいて、以
下のようにまとめました。
◆新生　　キリストの十字架と復活を信じ、新しく
生まれ変わること。これにより、天に住まう者のように、
日々に喜びが与えられる。（コリントの信徒への手紙
二 5:17 など）
◆聖化　　神に属する者であるとの自覚が与えられ
たことで、自己中心に生きていた心が砕かれ、同時に
神中心の生活を求め始め、神のきよさに近づくこと。

（ガラテヤの信徒への手紙 2:19 ～ 20など）
◆神癒 (しんゆ )　　肉体を持っているがゆえに弱
る私たちが、神のあわれみにより、病い、そして死
の恐怖にも打ち勝つ力が与えられ、苦しみから解放
されること。（出エジプト記 15:26 など）
◆再臨 ( 栄化 )　　キリストが再び地上に来られる
こと。その時、死んだ聖徒たちは復活し、生ける信
徒は死を経験せずに天に挙げられる。（コリントの信
徒への手紙一 15:51など）

単立 相模原ホーリネス教会   創立 ２０２２年３月２７日

主任牧師　土屋 和彦    牧師　石出 佳代子    牧師　土屋 淳子

                                252-0205 相模原市中央区小山 3-31-3
                                TEL&FAX 042(772)8910　　e-mail church@bethels.info

　　　　　　                    ホームページ　  http://www.bethels.info/

MEMO




